
１　結果

         ８　学校は、教育活動を保護者や地域に積極的に公開している。
７　学校は、学校だよりや学年だより、ホームページなどで教育活
　　動をわかりやすく伝えている。

         ２　子どもは「授業が分かりやすい。」と言っている。

         ４　学校は、子どもたち一人ひとりを大切にし、よく理解している。

         ６　学校は、子どものことについての相談に適切に応じている。

1　子どもは「学校が好き。」と言っている。

３　子どもは「進んで学習に取り組んでいる。」と言っている。

５　学校は、間違った行動は、厳しく指導している。
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※この調査は、１２月に全保護者を対象に、記名式で実施しました。（有効回答２０１人　９９．０％）

※グラフは回答の割合を表示。

　　凡例は左から４（あてはまる）、３（ややあてはまる）、２（ややあてはまらない）、１（あてはまらない）の順に表示。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%



         1４　子どもは、「ありがとう」や「ごめんなさい」がはっきり言える。

         1６　家庭では、子どもとのふれ合いに努めている。

H２５年度より記名式にてアンケート調査を実施しています。９９％を超える高いご回答を頂きましたことに感謝申し上げます。

○１６の質問項目がある中で、前期（７月）の評価よりも下回った項目はわずか１項目で、１３項目において上昇、２項目が変
　 わらぬ評価をいただきました。保護者の皆様から高い評価をいただいたことをうれしく思います。
○３番「子どもは、『進んで学習に取り組んでいる。』と言っている。」（８５．６％）の項目は、前期評価（７８．２％）よりも７．４％
   アップとなっています。学校におきましては、常に「わかる授業」「「学ぶ喜びが味わえる授業」を目指し日々研修を進めてい
   るところですので、わずかな上昇ではありますが、大変うれしく思います。今後とも、「進んで学ぶ子」の育成を目指し精進し
   て参ります。
●１２番「子どもは家庭学習や読書の習慣が身に付いている。」（７８．１％）は、前期評価（７６．７％）の時よりも、若干の上昇
　 はあるものの、全体の数値の中で一番低い結果となっています。身に付いていない児童が１８．３％と約５人に１人いいるこ
   ととなります。学力の向上には、授業に集中して取り組むことが第一ですが、更なる定着と向上を図るためには、家庭での
   学習習慣は不可欠です。毎日少しずつでもいいですから家庭でも机に向かう習慣は全員に身に付けさせたいものです。
●１４番「子どもは、『ありがとう』や『ごめんなさい』がはっきり言える。」（８６．０％）が、前期評価（８６．２％）よりもわずかです
   が、下回りました。学校でもあらゆる機会をとおして、言葉のもつ意味や心の表現の仕方について指導して参りたいと思
   います。と同時にご家庭におかれても、保護者自身から範を示しながら温かな言葉が飛び交う言語環境のさらなる充実を
   お願いしたいと思います。

1３　子どもは、「早寝早起き朝ごはん」の習慣が身に付いている。

1５　子どもの間違った行動は、厳しく指導している。

２　考　察

          10　学校は、子どもたちの安全や健康に配慮している。

         1２　子どもは、家庭学習や読書の習慣が身に付いている。

９　学校は、校舎内外がきれいに清掃され、気持ちのよい環境を
　　整えている。

11　学校は、いじめの防止と早期発見・早期対応に努めている。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 20% 40% 60% 80% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 50% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 50% 100%

0% 20% 40% 60% 80% 100% 0% 50% 100%


